
教育理念      

 『人間愛を基盤にして、新しい看護の潮流に的確に対応でき、地域医療に貢献できる人材を育成する』 

    

教育目的      

    豊かな人間性を培い、専門職業人として必要な基礎的知識・技術・態度を修得し、地域医療に貢献できる 

人材を育成する。      

 

【専門課程 教育目標】      

      

１．生命の尊厳と個々の人格が尊重できる感性豊かな人間性を養う。      

   ・生命の尊重や個々の人格を尊重することができる。      

   ・あらゆる健康の人に対応できるコミュニケーション能力を身につけている。    

   ・専門職業人としての倫理観を身につける。 

      

２．人々の健康上の問題を解決するために、科学的根拠に基づいた看護を実践できる基礎的能力を身につける。  

   ・科学的根拠に基づいたアセスメント能力を身につけている。      

   ・安全・安楽を満たす日常生活の援助を身につけている。  

     

３．保健・医療・福祉チームにおける看護の役割を認識し、その責任を果たす能力を養う。    

   ・保健・医療・福祉チームにおける看護師の役割を認識し、他職種と協力することの必要性を理解できる。 

     

４．専門職業人として、継続的な学習ができ、研究的態度を育てる。      

   ・看護を探求し、自ら学習し続けることができる。 

      

５．国際的視野をもち地域社会に貢献できる能力を養う。      

   ・諸外国の文化や社会情勢に目を向けて看護の役割を理解できる。      


